
ESDの総体：「学習の方略・メタ認知」
　　学年が進むにつれ高次に移行し，年次が進むにつ
れ第３学年の定点で高次に回答が増加（図６）
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２．研究の方法 
S G H（スーパーグローバルハイスクール）指定校で段階的枠組みをデザイン（図１）し
「主体的な学び手」の育成を試みた． 
教科：知識構成型ジグソー法（KCJ法）とPBLによる協調学習を設計し，日本の都市
計画と米国のスマートグロース政策に基づいたUrban Design Projectを主題とする学習を
実施し，学習成果物や生徒の到達度から評価を測定した（中村・Klakovich 2018）．
総合的な探究の時間：2017年と2018年に活動した2種類のPBLに基づいて，PBL課題設
計の適切さ（図２）とともに，生徒の到達度から評価を測定した． 
ESDの総体：SGH校が実施したアンケート結果と分析を用いた．
特別活動：生徒が主体的に参加し取り組んだ活動への発展を挙げた上で，成果物や表
彰実績を用いた．

４．主体性を促す教育実践のための重要な要素 
学習者の主体性の萌芽から問題解決の行動主体の発現までの過程における主体性を促進する要素： 
①KCJ，PBL等の協調学習による授業実践及び総合的な学習（探究）の時間でのPBLのデザインによる学習者による「可搬性」の発揮
②学校総体としての学習環境デザインによる創発的な学習コミュニティの形成

ESD：これらを促進するための内容と育成すべきコンピテンシーの側面から，双発する可能性の高い親和性を持つ．
参考文献 
中村秀司（2017）知識構成型ジグソー法を用いた「中心市街地の再生」に関する授業実践．地理の広場137，全国地理教育研究会，70-80，東京都
中村秀司・Stefan Klakovich（2018）ESDを推進するプロジェクト学習に関する授業実践－スマートグロースを活用した「アーバンデザインプロジェクト」－．日本地理学会春季学術大会
ジョセフ・S・クレイチャック・ナムスー・シン (2016) 河崎美保（訳）課題解決型学習，学習科学ハンドブック第2巻，17-35，北大路書房

 ＜要旨＞  ESD（持続可能な開発のための教育）をベースに高等学校「地理」，総合的な学習の時間等において，主体的な学び手を育成する枠組みの開発と
実践を進めた．具体的には，教科での知識構成型ジグソー法やPBLを用いた授業実践，総合的な学習の時間のPBL，自主的な教育活動での調査研究，学会発
表への参加等，段階的な枠組みをデザインすることによる主体的な学び手の育成を試みた．その結果，問題解決の行動主体の育成に結びつき，ESDに基づく
教育活動の組織化が進んだことから，ESDの主体的な学び手の育成と創発的な学習コミュニティの形成への寄与が認められた．

１．はじめに
　高校生が将来能動的に課題解決の原動力として持続可能な社会を担う観点か
ら，「主体的な学び手」を育成することが重要であり，そのための学習機会
が，教科，総合的な探究の時間，主体的な学習に埋め込まれる必要がある．
　　ESDに基づく枠組みを学習・活動場面に応じて段階的に設計し, 
　　その実践を試み，その成果を検証する．
ESD：様々な活動場面を通して，学び手が解決主体として行動を起こす力
　　　 を身につける学習に最適．
教科：高等学校地理（地理A・B）
ESDは平成30年告示高等学校学習指導要領における地理歴史科においても主軸となる理念の一つに挙げられている．

Project-Based Learning 
課題解決型学習の６つの重要な特徴

学習科学（PBL）と本研究との相関

1.Driving Question　学習を駆動させる質問 
(1)feasible 生徒にとって実行可能 
-Smart Growth Principleを用いれば， 
 1/50,000地形図と既有知識によって， 
 新たなマスタープランを描くことが可能． 
(2)worthwhile 科学者が用いる程価値がある 
-アメリカで用いられるSmart Growthや 
 鳥取市で運用中のマスタープランを題材とする． 
(3)contextualized 現実世界の文脈に即す 
-アメリカと鳥取の事例は歴史上の事実に基づいている 
(4)meaningful 学習者にとって有意味 
-生徒が自分にとって有意味だと見出すことができる． 
 「私」を解決主体だと再発見する． 
(5)ethical 倫理に適う 
-自然環境保全，文化的価値を高める， 
 後世や次世代まで持続可能，ESD

2.学習目標にフォーカスする 
新CSを満たし，かつ 
今後の社会構築に必要不可欠である． 
（ESDの視点から）

3.科学的実践への参加 
地域の環境調査 
マスタープランのデザイン 
説明を作る 
デザインの修正 （議論）

4.協調活動への従事 
問題解決の複雑な社会的状況の反映 
・探究の機会がある 
・生徒が問いを発する 
・説明を書く 
・結論を形成する 
・情報を理解する 
・データについて議論する 
・結果を発表する 
→community of learners

5.テクノロジによる学習支援 
小型デバイス等を有効に使う 
例）現在～理想までをコマ撮りし，時系列で
プレゼン．

6.アーティファクトの創造 
「構成した知識を外的に表象したもの」 
を作る時に，より効果的に学ぶことができる． 
研究成果～①生徒が知識・理解を構成 
　　　　　②生徒の理解の発達を評価可能 
　　　　　③動機付けの促進　　成果物のフィードバック
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①生徒は，アーバンスプロールが 
　いかに現実の地域に広がっていくかを 
　シミュレートする活動に参加する． 
②生徒は，マスタープランやスマート 
　グロース同様に，地域の20年計画を 
　つくる活動に従事する． 
③生徒は，UDP mapをふまえ， 
　共通性や相違点に気付く視点を持って， 
　鳥取のマスタープランを読む．

アンカーイベント

教師と生徒を支援 
主張(claim) 
証拠(evidence)-科学的データ 
推論(reasoning)-正当性

足場かけ方略 UGB,GBが不明 
UGB,GBは有効？

「理想的な地域の姿とは？」 

突きつけられた課題

「都市デザインプロジェクト」 
あなたの街の20年計画をつくろう

ルーブリック 
フィードバックの難しさをクリアする

効果的な相関 
課題を残す相関

The Birth of a City

Urban Design Project

Compare the Result

３．ESD枠組みの実践過程と結果
教科（KCJ法）:中心市街地の活性化（中村 2017）　　
　　　必要な知識と思考力等を獲得するとともに意欲
的に追究する態度を養う基礎（図３）

KCJ法授業の効果としての「可搬性」の例：中心市街地活性化のためのアイデアを
考察した経験を，次の段階にある課題研究や特別活動での調査研究に活用したこと
が挙げられる．

KCJ法：21%(11!32)

PBL    ：36%(18!54)
My job

My friend

Member of Town Hall
Citizens

Intellectuals

Mayor

JP US
55% My job 27%
27% My friend 21%
64% Mayor 52%
55% Member of Town Hall 68%
73% Citizens 68%
45% Intellectuals 43%

日本：55％
米国：27％

教科（PBL）：Urban Design Project（中村・クラコビッチ 2018）

課題解決の主体となる意欲を養うためのESD

    主体的な社会参画態度の向上（図４，図５）
直接的な要因の関与は特定できないが，前述のKCJ法による
学習や教科「地理」による実施の影響が一因に想定される

総合的な探究の時間（PBL）：トンレサップ湖水上スクールの設計　　　
　　　　　　　　　　　　　　気候変動　　日本地理学会ポスターセッション理事長賞，SDG関連の映像制作，米国の大学との共同研究

図１　ESDに基づく段階的な枠組み

図２　PBL課題設計の適切さ

図３　知識の獲得と意欲的に追究する態度

図４　課題解決の主体を「私」とした解答のKCJ法とPBLの比較 図５　課題解決の主体を「私」とした解答の日米比較

図６　「学習の方略・メタ認知」に関するアンケート調査（左：学年進行，右：第３学年）


